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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月26日(2008.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　式（Ｉ）：
【化１】

［式中：
　Ｒ１は５-または６-員の置換されていてもよいヘテロアリール基であり；
Ｒ２はビニルまたはエチルを意味する］
で示される化合物。
　　【請求項２】　Ｒ１が１個または２個の窒素原子を含み、さらに酸素または硫黄から
選択されるヘテロ原子を含んでいてもよい５または６－員の単環；または３個の窒素原子
を含む５または６－員環；あるいはベンゼン環または１個もしくは２個の窒素原子を含む
別の５または６－員の置換されていてもよいヘテロアリールに縮合した１個または２個の
窒素原子を含む５または６－員環からなる、請求項１記載の化合物。
　　【請求項３】　Ｒ１がピリジン、ピリダジン、ピリミジン、ピラジン、イソキサゾー
ル、チアゾール、イミダゾール、ピラゾール、１,２,３-トリアゾール、１,２,４-トリア
ゾール、ベンズイミダゾール、３-オキソ-３,４-ジヒドロピリド[２,３-ｂ]ピラジンまた
はピラゾロ[１,５-ａ]ピリミジンを含む、請求項１または２記載の化合物。
　　【請求項４】　Ｒ１がピリジン、ピリミジンおよびチアゾールを含む、請求項１ない
し３のいずれか１項記載の式（Ｉ）の化合物。
　　【請求項５】　Ｒ１についての置換基がアミノ、モノ-またはジ-(Ｃ１－６)アルキル
アミノ、(Ｃ１－６)アルキル、(Ｃ１－６)アルコキシ、ニトロおよび含窒素ヘテロサイク
リルから選択される、請求項１ないし４のいずれか１項記載の式（Ｉ）の化合物。
　　【請求項６】　
(６-アミノ-３-ピリジニルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-
エステル；
(５-アミノニコチノイル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-エステル；
(２-Ｎ-メチルアミノピリミジン-５-イルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシ
ムチリン１４-エステル；
(３-アミノ-６-ピリダジニルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４
-エステル；
(３-Ｎ-メチルピリダジン-６-イルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリ
ン１４-エステル；
(６-アミノ-５-シアノニコチノイル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-エ
ステル；
[２-(１-カルボキシアミドメチルピペリジン-４-イル) チアゾール-４-カルボニル]カル
バミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-エステル；
[２-(１-シアノメチルピペリジン-４-イル)チアゾール-４-カルボニル]カルバミン酸 ２-
(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-エステル；
(６-アミノピリジン-２-イルカルボニル)カルバミン酸 １９,２０-ジヒドロ-２-(Ｓ)-ヒ
ドロキシムチリン１４-エステル；
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(６-アミノ-５-シアノニコチノイル)カルバミン酸 １９,２０-ジヒドロ-２-(Ｓ)-ヒドロ
キシムチリン１４-エステル；
(３-オキソ-３,４-ジヒドロピリド[２,３-ｂ]ピラジン-７-イルカルボニル)カルバミン酸
 １９,２０-ジヒドロ-２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-エステル；
(２-アミノチアゾール-５-イルカルボニル)カルバミン酸  １９,２０-ジヒドロ-２-(Ｓ)-
ヒドロキシムチリン１４-エステル；
(５-アミノ-６-メトキシニコチノイル)カルバミン酸 １９,２０-ジヒドロ-２-(Ｓ)-ヒド
ロキシムチリン１４-エステル；
(６-アミノ-５-ニトロニコチノイル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-エ
ステル；
(２-アミノ-６-メトキシピリミジン-４-イルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキ
シムチリン１４-エステル；
およびＲ２がエチルであり、Ｒ１が
【化２】

から選択されるところの式（Ｉ）の化合物からなる群より選択される、請求項１記載の式
（Ｉ）の化合物。
　　【請求項７】　
(５-アミノ-６-メトキシ-３-ピリジニルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシム
チリン１４-エステル；
(５-アミノ-６-メトキシ-３-ピリジニルカルボニル)カルバミン酸 １９,２０-ジヒドロ-
２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４-エステル；
(６-アミノ-３-ピリジニルカルボニル)カルバミン酸 １９,２０-ジヒドロ-２-(Ｓ)-ヒド
ロキシムチリン１４-エステル；
(６-ジメチルアミノ-３-ピリジニルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリ
ン１４-エステル；および
(３-アミノ-６-ピリダジニルカルボニル)カルバミン酸 ２-(Ｓ)-ヒドロキシムチリン１４
-エステル
からなる群より選択される、請求項１記載の式（Ｉ）の化合物。
　　【請求項８】　請求項１記載の式（Ｉ）の化合物および医薬上許容される担体または
賦形体を含む医薬組成物。
　　【請求項９】　治療にて用いるための請求項１記載の式（Ｉ）の化合物。
　　【請求項１０】　微生物感染の処理に用いるための医薬の調製における請求項１に記
載の式（Ｉ）の化合物の使用。
　　【請求項１１】
　請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物の製法であって、式（ＩＩ）：
【化３】
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［式中、ＸおよびＰは水素またはヒドロキシ保護基、例えば、アシル基であり、Ｒ２は請
求項１の記載と同意義である］
で示される化合物を、式：Ｒ１ＡＣＯＮＣＯ
［式中、Ｒ１Ａは上記したＲ１であるか、またはＲ１に変換可能な基、例えば、その中に
保護された置換基を含む基を意味する］
で示されるアシルイソシアネートと反応させ、その後、必要ならば、
（ｉ）基Ｐおよび／またはＸを脱保護して、２または１１位の各々にヒドロキシル基を形
成させ、
（ｊ）例えば、保護基を除去して、基Ｒ１ＡをＲ１に変換し、
（ｋ）基Ｒ１を別の基Ｒ１に変換し、および
（ｌ）１２位のビニル基を水素化してエチル基を形成させる
ことを含む、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物の製造方法。


	header
	written-amendment

